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－１－

 

九
月
三
十
日
（
金
）
十
九
時

か
ら
、
働
く
女
性
の
家
で
市
長

や
助
役
な
ど
の
参
加
で
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
懇
談
会
に
は
、
赤
間
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
役
員
と
区
長
な

ど
二
十
五
名
と
赤
間
地
区
出
身

の
市
議
会
議
員
、
各
区
の
傍
聴

者
が
多
数
出
席
し
ま
し
た
。 

 

懇
談
会
で
は
、
赤
間
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
事
前
に
提
出
し
て

い
た
四
項
目
に
つ
い
て
、
市
か

ら
次
の
よ
う
に
回
答
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
（
概
要
記
載
） 

①
行
財
政
改
革
に
お
け
る
補
助

金
の
見
直
し
に
つ
い
て 

【
回
答
】
市
の
各
種
補
助
金
を

見
直
し
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

交
付
金
と
し
て
交
付
す
る
。 

②
宗
像
市
が
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
て
ほ
し
い 

【
回
答
】
市
が
進
め
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
、
住
民
自
治
の
確
立

で
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
で

あ
る
。
そ
の
主
旨
を
広
報
や
各

自
治
会
の
説
明
会
で
啓
発
し
て

い
き
た
い
。
赤
間
地
区
で
は
十

八
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
ー
の
建
設
が
あ
る
、
こ
れ

を
機
会
に
関
心
を
高
め
た
い
。 

③
災
害
時
に
お
け
る
宗
像
市
の

取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て 

【
回
答
】
一
斉
放
送
シ
ス
テ
ム

（
戸
別
受
信
機
等
）
や
、
避
難

場
所
、
ル
ー
ト
等
の
案
内
表
示

の
検
討
を
し
て
い
る
。 

④
介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
つ

い
て 

【
回
答
】
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
赤
間
地

区
を
介
護
予
防
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
介
護
予
防
の
機
器
等
の

設
置
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
介

護
事
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
今
後
協
議
を
す
す
め

て
い
き
た
い
。 

 

晴

天

の

九

月

二

十

三

日

（
金
・
祭
日
）
、
赤
間
大
道
芸
ま

つ
り
は
約
六
千
五
百
人
の
お
客

さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
遠
く

関
西
や
鹿
児
島
か
ら
の
大
道
芸

人
さ
ん
、
三
十
組
以
上
で
約
千

人
の
ヨ
サ
コ
イ
、
教
育
大
生
有

志
の
ソ
ー
ラ
ン
節
、
赤
間
太
鼓

な
ど
、
感
動
と
楽
し
い
賑
わ
い

の
あ
る
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
区
長
会
が
つ
き
た
て
餅

の
販
売
、
赤
間
区
福
祉
会
に
よ

る
無
農
薬
野
菜
の
販
売
な
ど
、

六
十
四
店
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
が
声
高
に
お
客
さ
ん
を

呼
び
込
み
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
で
は
、
都
市
計
画
道

路
の
今
後
の
計
画
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
に
軽
貨
物

自
動
車
の
配
車
、
市
議
会
の
議

事
録
な
ど
の
設
置
も
要
望
さ

れ
、
二
十
一
時
す
ぎ
に
懇
談
会

は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
道
芸
ま
つ
り
に
は
商

工
会
・
区
長
会
・
食
進
会
・
教

育
大
生
・
ヘ
ル
ス
推
進
員
・
赤

間
区
や
各
区
の
方
・
消
防
団
・

交
通
安
全
協
会
の
方
々
百
六
十

人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
が
、
テ
ン
ト
や
看
板
立

て
駐
車
場
の
誘
導
な
ど
献
身
的

に
舞
台
裏
を
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

迫力ある赤間太鼓

笑い ・ 感動・

躍動・賑わい

  あり！ 

あいさつされる原田慎太郎市長



 
 
 

                               

                               

                               

                               

                               

－２－  

期 日：平成 17 年 10 月 23 日（日） 

時 間：午後 1 時 30 分～3 時 30 分頃 

場 所：働く女性の家 

内 容： 

 ①『口は禍いのもと、患いのもと』 

  ～生きる原点としての口の働き～ 

  【講師】ｳｪﾙｶﾑ・ﾃﾞﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ 

   （医学博士）中島 幸一 院長 
 
 ②『地域の安全対策』 

  ～泥棒からの被害をなくそう！』 

  【講師】宗像警察署 生活安全課 

   防犯係  小坪 正美 係長 

           主催：健康福祉部会・環境整備部会

た
が
た
け
」
は
赤
間
地
区
全
戸

に
配
布
い
た
し
ま
し
た
が
、
反

響
が
大
き
く
て
、
地
区
内
外
か

ら
「
ぜ
ひ
、
購
入
し
た
い
」
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
を
た
く
さ
ん

頂
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

個
人
的
な
ご
要
望
に
は
添
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
城
山
中
学
校

か
ら
の
「
地
元
の
調
べ
学
習
に
、

ぜ
ひ
利
用
し
た
い
」
と
の
声
に

は
応
え
ま
し
た
。
同
校
図
書
司

書
の
海
老
原
先
生
も
生
徒
数
が

多
い
た
め
、
寄
贈
さ
れ
た
多
大

な
冊
数
に
大
変
感
激
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

 

九
月
九
日(

金)

、
城
山
中
学
校

に
赤
間
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
発
行
の
、
赤
間
地
区
歴

史
・
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
つ
た

が
た
け
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。「
つ

 

九
月
十
八
日
（
日
）
城
山
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

公
民
館
活
動
部
会
主
催
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
各
地
区
か
ら
一
般
交
流
十

一
チ
ー
ム
、
世
代
間
交
流
十
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

平
田
副
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
、
続
い
て
村
山
部
会
長
の
競

技
説
明
・
諸
注
意
の
あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
位
置
に
つ
き
、
開
始

の
合
図
の
も
と
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

当
日
は
台
風
一
過
の
三
十
度

を
越
す
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
の

中
で
し
た
が
、
各
チ
ー
ム
と
も

十
月
三
十
日
（
日
）
に
行
わ
れ

る
市
大
会
へ
の
出
場
権
を
目
指

し
て
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
成
績
は 

＊
一
般
交
流
の
部 

優
勝 

 
広
陵
台
一
丁
目 

準
優
勝 

田
久
Ｂ
チ
ー
ム 

＊
世
代
間
交
流 

優
勝 

 

田
久
チ
ー
ム 

準
優
勝 

陵
厳
寺
チ
ー
ム 

と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
四
チ
ー
ム
が
市
大
会
へ

出
場
し
ま
す
。
ご
健
闘
を
期
待

し
ま
す
。 

こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
地
域

の
交
流
と
親
善
、
さ
ら
に
は
三

世
代
間
の
交
流
が
で
き
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
前
日

か
ら
の
準
備
や
当
日
の
大
会
運

営
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

吉田義男さん  城山中学校  
安部常美 校長

赤間地区歴史・観光ガイドブック

城山中学校（生徒 774 人）の要望にこたえ、

45 冊の「つたがたけ」を寄贈しました 

赤間地区まちづくり推進協議会編集・発行 

世代交流では子どもたちも大活躍

一般交流の部優勝の広陵台１丁目

～
市
大
会
出
場
を
か
け
て
熱
戦
～ 



 
 
 

                               

                               

                               

                               

     

 
 
        
日 曜 行      事 

1 火  

2 水 第６回健康福祉部会 

3  木 文化の日 

4 金  

5 土  

6  日 城山ふれあい登山（公民館活動部会） 

7 月  

8 火  

9 水  

10 木  

11 金  

12 土  

13 日  

14 月  

15 火  

16 水  

17 木 第３回あかまなかよしサロン 

18 金  

19 土  

20 日  

21 月  

22 火  

23 水 勤労感謝の日 

24 木  

25 金  

26 土 
跨線橋の落書き消し 

（青少年育成部会・環境整備部会） 

27 日  

28 月  

29 火  

30 水  

行事の件での問合せ先は、事務局（32-5640） 

－３－  

城山ふれあい登山 
日  時：11 月 6 日（日） 

     午前 9 時 15 分集合 

     午前 9 時 30 分出発 

集合場所：福岡教育大付属幼稚園

正門前 

持 ち 物：飲み物、タオル 

＊ 雨天の場合は、中止 

＊ 詳しくは後日回覧予定です。 

ストレッチ体操 ヘルス推進員 

日 時：１０月２１日（金） 

    ９：３０集合(10：00～11：30)

場 所：働く女性の家 

講 師：宗像ﾕﾘｯｸｽｱｸｱﾄﾞｰﾑ 運動指導士

  〈問合せ先〉健康づくり課 ℡：36-1187

               担当：田中 

 

 

 

「心と体」～事例が訴える～ 

講 師：産業医科大学 名誉教授 

    元・京都ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ女子大学長 

    本多 正昭 先生 

日 時：１０月２２日（土）午後３時～

場 所：赤間病院 ４階 会議室 

※参加は無料です。お気軽にご参加ください。 

  【問合せ】赤間病院 ℡：0940-32-2206
 

釣川支流【名残川】清掃活動 

ご参加のお願い 
       

釣川支流の名残川を清掃しましょう！ 

みなさんのご参加をお願いします。 

主催:環境整備部会 

日  時：１０月３０日（日） 

      ９：00 集合 １時間半程度 

持 ち 物：軍手・長ぐつ・タオル 

＊ 雨天の場合は、中止します。  
    問合せ：ｺﾐｭﾆﾃｨ事務局 32-5640

 

パチンコ 

←
福
岡 

北
九
州
→ 

←名残 
赤間→

名残川

集合場所  

徳重交差点 

ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ 

パチンコ 

駐車場 

ｶｰｼｮｯﾌﾟｱﾐﾃｨ 

【集合場所】

時 間：10：00～12：00 
場 所：赤間公民館 大広間 
参加費：無料 
直接会場へお越しください。 
     （青少年育成部会）

【訂正とお詫び】 
前号で 10 月 30 日を「釣川一斉清掃」
と記載していましたが、環境整備部会
主催の名残川清掃を計画しています。
「釣川一斉清掃」は 10 月 23 日です。
訂正してお詫びを申し上げます。 



                               

                               

                               

                               

                               

－４－

宗像市消費者センターからの  
 
 
相 談 
息子の借金返済を手伝うために、自分の年金を担保にお金

を借りようと思う。“年金担保融資”と書かれた広告を見

たが、申し込んでも大丈夫か？ 
アドバイス 
年金を担保に融資を受けることは、法律で原則として禁止

されています。唯一「独立行政法人福祉医療機構」だけが、

金融機関の窓口受付で公的年金担保貸付を認められてい

ます。（貸付利率は、現在年利１.４％です。） 

・ 貸金業者は、年金などの公的給付受給者の借り入れ意

欲をそそるような表示や説明をしてはいけません。 

・ 貸金業者は、公的給付が振り込まれる銀行口座などの

預金通帳・キャッシングカード・年金証書などを預か

ることはできません。 

《作 り 方》 

① 大豆もやしはひげ根を取り、２つに切ってゆでる。 

にんじんはせん切りにして、さっとゆでる。 

② 牛肉は繊維にそってせん切りにし、Ａに漬け込む。 

③ ほうれん草はゆでて３ｃｍに切り、Ｂをかけておく。 

④ ぜんまいはさっとゆでて３ｃｍに切り、ごま油で炒め

て、Ｃで味付けする。 

⑤ 牛肉はつけ汁ごと炒り煮する。 

⑥ ご飯の上に具を並べ、白ごまと細切りにしたのりを

かける。  

（健康福祉部会  食生活改善推進会） 

《材 料》（２人分） 

麦ごはん 300ｇ 

大豆もやし 40ｇ 

にんじん  20ｇ 

牛肉薄切り 60ｇ 

  しょうゆ 大さじ 1/2 強 

酒  大さじ 1/2 

  みりん 大さじ 1/2 

ほうれん草   100ｇ 

  すりごま 大さじ１ 

  しょうゆ 小さじ１強 

  ごま油 小さじ 2/3 

ぜんまい水煮 40ｇ 

 ごま油  小さじ１ 

  砂糖  小さじ 1/3 

  みりん 大さじ 1/2 

  酒  大さじ 1/2 

  しょうゆ 大さじ 1/2 

白炒りごま 小さじ 1 

焼きのり  1/2 枚 

編
集
後
記 

 

一
大
イ
ベ
ン
ト
で 

あ
る
大
道
芸
ま
つ
り
も

大
成
功
で
終
わ
り
ま
し

た
。
こ
こ
二
年
、
事
務
局

内
で
バ
タ
バ
タ
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
写
真

を
撮
る
た
め
に
会
場
へ

行
っ
て
祭
り
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
お
祭
り
は

最
高
！
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

Ａ

Ｂ

Ｃ

気を付けよう！ 
安心のために！ 

★★ 違反事業者には罰則が科せられ、行政処分の対象にもなります ★★

貸金業者から年金を担保に借り入れはできません！くれぐれもご注意を！！ 

心配がある時は下記にお電話を 

宗像市消費者センター

TEL  ３３－５４５４

FAX  ３３－５４６９


